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C H A P T E R 1

Cisco Unified Videoconferencing 5100 
MCU を使用したダイヤリング

 • 「Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU を使用した会議の参加」（P.1-1）

 • 「アドホック コールの使用」（P.1-2）

 • 「DTMF を使用した会議の制御」（P.1-6）

 • 「DTMF を使用した個人のビデオ レイアウトの制御」（P.1-7）

Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU を使用した
会議の参加

MCU でホストされているビデオ会議には、MCU が接続する任意のタイプのネットワーク上の、任意
の電話機、端末、またはエンドポイントから参加できます。MCU は、H.323、Skinny Client Control 
Protocol（SCCP）、および Session Initiation Protocol（SIP）エンドポイントからのコールを受け付け
ることができ、また Unified Videoconferencing ゲートウェイ サポートを使用することで同じ会議の 
H.320 および PSTN ネットワークの電話や端末からのコールも受け付けることができます。

会議には、電話からのダイヤリング、エンドポイント アプリケーションからのダイヤリング、または 
MCU Meeting Control インターフェイスを使用して参加できます。

適切なアクセス権を使用すると、会議を作成したり、他の参加者や会議を招待したり、ビデオ会議を拡
張する広範囲の会議の制御機能を使用することもできます。

[Auto Attendant] 機能を使用すると、エンドポイントから MCU の IP アドレスをダイヤルすることに
よってビデオの IVR（Interactive Voice Response; 音声自動応答装置）メカニズムにアクセスできま
す。

MCU がゲートキーパーで動作する場合、MCU の Web インターフェイスの [Configuration] > 
[Conferences] > [Auto attendant number] で先頭の番号を設定します。この番号をダイヤルすることに
よって、ビデオの IVR へ直接アクセスできるようになります。
1-1
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第 1 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU を使用したダイヤリング             

  アドホック コールの使用
アドホック コールの使用
会議の番号をダイヤルしてアドホック（ダイヤルインとも呼ばれる）会議を作成または会議に参加する
ことができます。ユーザは、同じ操作で 1 名または複数の参加者を招待できます。

または、「自動応答」メカニズムを使用して H.323 や SIP エンドポイントから MCU へ直接ダイヤルす
ることができます。その場合、MCU の IP アドレスまたは [Configuration] > [Conferences] > [Auto 
attendant number] で設定された番号を使用します（デフォルトでは 1800 に設定されています）。自動
応答メカニズムを使用してダイヤルする場合は、H.323 ゲートキーパーや SIP レジストラに登録する必
要はありません。

ユーザは、無人で実行され事前設定の必要がないマルチポイント会議を開始できます。ユーザが番号を
ダイヤルするだけで MCU が自動的に会議を設定します。その番号にダイヤルする他のユーザは、ネッ
トワーク リソースが使用できればいつでも会議に参加できます。必要なのは、管理者が一意の番号を
組み合わせて提供する、会議用の適切なサービス番号だけです。会議の作成者の電話の内線番号を一意
の番号として使用するのが一般的です。

 • 「Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU から H.323 エンドポイントへのダイヤル方法」
（P.1-2）

 • 「Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU から SIP エンドポイントへのダイヤル方法」（P.1-3）

 • 「任意の IP エンドポイントからのダイヤル」（P.1-5）

Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU から H.323 エンドポイン
トへのダイヤル方法

 • 「H.323 エンドポイントを使用するアドホック会議の開始または参加」（P.1-2）

 • 「単一のダイヤル ストリングを使用した複数の H.323 エンドポイントの招待」（P.1-3）

H.323 エンドポイントを使用するアドホック会議の開始または参加

手順

ステップ 1 会議 ID 番号およびサービス プレフィクスを確認します。

会議 ID 番号は、サービス プレフィクス番号および会議を識別する一意の番号で構成されます。

たとえば、711234 とダイヤルする場合、

71 はサービス プレフィクスになります。

1234 は一意の会議番号になります。

ステップ 2 会議 ID 番号を使用して会議にダイヤルインします。

MCU がコールを受け入れるとすぐに、ユーザは既存のミーティングに接続されるか、MCU がこの会
議の識別子を使用する新しい会議を作成します。
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第 1 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU を使用したダイヤリング 
  アドホック コールの使用   
単一のダイヤル ストリングを使用した複数の H.323 エンドポイントの招待

H.323 エンドポイントでは、アドホック会議の作成または参加が可能であり、また招待記号（**）を
使用して同じ操作で 1 名または複数の参加者を招待できます。

手順

ステップ 1 1 名の参加者を招待するには、次のストリングをダイヤルします。

< 会議 ID 番号 > + <**> + < 招待する参加者の番号 >

ステップ 2 複数の参加者を一度に招待するには、次のストリングをダイヤルします。

< 会議 ID 番号 > + <**> + < 招待する参加者の番号 1>+ <**> + < 招待する参加者の番号 2>+ <**> + < 招
待する参加者の番号 3>

（注） 招待記号を使用して個々の参加者の番号を区別することにより、追加で複数の参加者を一度に
招待します。

 

Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU から SIP エンドポイント
へのダイヤル方法

 • 「SIP エンドポイントを使用したアドホック会議の開始または参加」（P.1-3）

 • 「単一のダイヤル ストリングを使用した複数の SIP エンドポイントの招待」（P.1-4）

 • 「SIP 準拠のエンドポイントとして設定された Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU へのダ
イヤリング」（P.1-4）

 • 「別の SIP ドメインとして設定された Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU へのダイヤリン
グ」（P.1-5）

SIP エンドポイントを使用したアドホック会議の開始または参加

手順

ステップ 1 会議 ID 番号およびサービス プレフィクスを確認します。

会議 ID 番号は、サービス プレフィクス番号および会議を識別する一意の番号で構成されます。

たとえば、711234 とダイヤルする場合、

71 はサービス プレフィクスになります。

1234 は一意の会議番号になります。

ステップ 2 MCU ドメイン名を確認します。

ステップ 3 次の形式で会議 ID 番号および MCU ドメイン名を使用して、会議にダイヤルインします。

< 会議 ID 番号 > @ <mcu.domain.com>
1-3
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第 1 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU を使用したダイヤリング             

  アドホック コールの使用
MCU がコールを受け入れるとすぐに、ユーザは既存のミーティングに接続されるか、MCU がこの会
議の識別子を使用する新しい会議を作成します。

 

単一のダイヤル ストリングを使用した複数の SIP エンドポイントの招待

招待する SIP エンドポイントが MCU ドメインに登録されている場合、SIP エンドポイントからダイヤ
ルして H.323 または SIP エンドポイントを招待することができます。ユーザ名がドメインなしでダイ
ヤルされた場合、MCU はデフォルトのドメインをダイヤルされたストリングに追加します。

手順

ステップ 1 1 名の参加者を招待するには、次のストリングをダイヤルします。

< 会議 ID 番号 > + <**> + < 招待する参加者および SIP ドメイン >

招待する参加者および SIP ドメインは、次の形式になります。

user@mcu.domain.com

ステップ 2 複数の参加者を一度に招待するには、次のストリングをダイヤルします。

< 会議 ID 番号 > + <**> + < 招待する参加者の番号 1>+ <**> + < 招待する参加者の番号 2>+ <**> + < 招
待する参加者の番号 3>

（注） 招待記号を使用して個々の参加者の番号を区別することにより、追加で複数の参加者を一度に
招待します。

 

SIP 準拠のエンドポイントとして設定された Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU 
へのダイヤリング

管理者は、SIP 準拠のエンドポイントとして MCU を設定できます。ユーザは自身の SIP エンドポイント
からこの MCU へダイヤルすることによって、アドホック会議を開始または参加できます。次の手順で
は、ダイヤルされたプレフィクスに従ってネットワークを管轄する SIP プロキシがコールをルーティン
グできることを前提としています。準拠性については、SIP プロキシのベンダーに確認してください。

手順

ステップ 1 会議 ID をダイヤルすることにより、SIP エンドポイントから MCU の会議にダイヤルします。

ステップ 2 デフォルトのドメインをダイヤル ストリングに追加します。

たとえば、

711234@default.domain 

とダイヤルした場合、

711234 は MCU 会議 ID になります（サービス プレフィクス + 一意の会議識別子）。

default.domain は、会議がホストされる MCU のデフォルトのドメインになります。
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第 1 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU を使用したダイヤリング 
  アドホック コールの使用   
別の SIP ドメインとして設定された Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU へのダ
イヤリング

管理者は、別の SIP ドメインとして MCU を設定できます。ユーザは SIP 準拠のエンドポイントからこ
の MCU へダイヤルすることによって、アドホック会議を開始または参加できます。

手順

ステップ 1 会議 ID をダイヤルします。

ステップ 2 プロキシまたは Domain Name Server（DNS; ドメイン ネーム サーバ）の定義どおりに一意の MCU ド
メインをダイヤル ストリングに追加します。

たとえば、

meeting.id@mcu.domain.com

 

任意の IP エンドポイントからのダイヤル

任意の IP ベースのエンドポイントからアドホック会議を開始または参加できます。IP エンドポイントか
らダイヤルする場合、適切なネットワーク設定の詳細（H.323 ゲートキーパー IP アドレスまたは SIP プ
ロキシ IP）を使用して、ダイヤルするソフトウェア、IP 電話、またはその他のデバイスを設定します。

IP エンドポイントを使用する会議を開始または参加するには、次のいずれかの手順を選択します。

手順

ステップ 1 会議を開始または参加するには、会議 ID 番号をダイヤルします。

たとえば、711234 のようにダイヤルします。

MCU がコールを受け入れるとすぐに、既存のミーティングに接続されるか、MCU がこの会議の識別
子を使用する新しい会議を作成します。

または

ステップ 2 会議を開始または参加して参加者を招待するには、会議 ID 番号をダイヤルし、その後に招待記号
（**）と招待する参加者の番号をダイヤルします。

たとえば、711234**5678 のようにダイヤルします。

MCU がコールを受け入れるとすぐに、既存のミーティングに接続されるか、MCU がこの会議の識別
子を使用する新しい会議を作成します。

または

ステップ 3 Integrated Services Digital Network（ISDN; サービス総合ディジタル網）、Public Switched Telephone 
Network（PSTN; 公衆電話交換網）、または携帯電話のネットワーク上で会議を開始または参加して参
加者を招待するには、会議 ID 番号をダイヤルし、その後に招待記号（**）、適切なゲートウェイ サー
ビス プレフィクス、および ISDN 回線番号をダイヤルします。

たとえば、711234**867655001（< 会議 ID 番号 > + <**> + < ゲートウェイ サービス プレフィクス + 
回線番号 >）のようにダイヤルします。

MCU がコールを受け入れるとすぐに、既存のミーティングに接続されるか、この会議の識別子を使用
する新しい会議が作成されます。

または
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  DTMF を使用した会議の制御
ステップ 4 エンドポイントから MCU IP アドレス、または [Configuration] > [Conferences] > [Auto attendant 
number] で設定された番号（デフォルトは 1800）にダイヤルすることで、MCU Auto Attendant にア
クセスします。

新しい会議を作成するか、既存の会議のリストから参加する会議を選択するには、0 を選択します。

 

DTMF を使用した会議の制御
エンドポイントのリモート コントローラまたはキーパッドから Dual Tone Multi-Frequency（DTMF）
信号を使用して、MCU 会議を制御できます。同じリモート コントローラ上で DTMF エントリのタッ
チトーン モードを有効にしておく必要があります。

MCU がアウトオブバンド DTMF 信号を会議のすべてのエンドポイントに伝送するか、ゲートウェイ
のみに伝送するか、あるいは DTMF 信号を伝送しないかは、管理者が DTMF 転送の詳細コマンドをど
のように設定したかに応じます。

ゲートウェイは MCU から DTMF を受信する際にインバンド信号を挿入します。音声ブリッジはイン
バンド信号を受信し、それに応じて応答します。

 表 1-1 に、使用可能な DTMF 制御信号を示します。

表 1-1 DTMF の制御 

会議中に * を押した後に選択する

キー

* 使用可能なオプションを聞きます。
1 会議の主催を開始または終了します。
2 回線をミュートまたはミュート解除します。
3 ボリュームを制御します。
4 参加者の名前を表示または非表示にします。
5 会議を終了します（主催者のみ）。
6 会議の主なビデオ レイアウトを変更します。
7 会議へのアドミッションをブロックまたはブロック解除します

（主催者のみ）。
8 新しい参加者を招待します（主催者のみ）。
9 すべての参加者をミュートまたはミュート解除します（主催者の

み）。
# 会議に戻ります。
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  DTMF を使用した個人のビデオ レイアウトの制御    
DTMF を使用した個人のビデオ レイアウトの制御

手順

ステップ 1 エンドポイントのリモート コントローラで 0 を選択し、個人のビデオ レイアウトのメカニズムを有効
にします。

ステップ 2 0 を選択し続けて、次の個人ビデオ映像オプションを順に選択できるようにします。

 • Enlarged Main View

 • Same Sized Screen

 • Full screen

 • Fixed 4 Participants

 • Fixed 6 Participants

 • Fixed 9 Participants

ステップ 3 0 を離して、必要なオプションを選択します。

ステップ 4 （オプション）# を選択して、ビデオ画面のサイズをエンドポイント画面に合うように縮小します。
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  DTMF を使用した個人のビデオ レイアウトの制御
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C H A P T E R 2

Cisco Unified Videoconferencing 5100 
MCU の使用

この章では、MCU でテレビ会議の作成、参加、および管理を行う方法を説明します。

 • 「Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU アクセス レベル」（P.2-1）

 • 「[Conference List] ウィンドウ」（P.2-2）

 • 「既存の会議の表示」（P.2-3）

 • 「特定の会議のモニタリング」（P.2-3）

 • 「新しい会議の作成」（P.2-3）

 • 「[Conference Control] インターフェイス」（P.2-4）

 • 「[Conference Control] インターフェイスの更新」（P.2-10）

 • 「会議の設定の制御」（P.2-10）

 • 「[Participant Settings] の設定方法」（P.2-11）

 • 「会議の統計情報の表示」（P.2-18）

 • 「[Advanced Invitation] の設定の使用方法」（P.2-18）

 • 「会議のカスケードについて」（P.2-20）

 • 「会議ビューの定義」（P.2-22）

 • 「会議の終了」（P.2-24）

 • 「会議のサインアウト」（P.2-24）

Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU アクセス 
レベル

MCU ユーザ インターフェイスで操作するには、次の 4 つのアクセス レベルがあります。

 • 管理者

 • オペレータ

 • 主催者

 • ユーザ

表 2-1 では、各アクセス レベルについて説明します。
2-1
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  [Conference List] ウィンドウ
[Conference List] ウィンドウ
すべてのユーザが [Conference List] ウィンドウにアクセスでき、既存の会議に参加したり、新しい会
議を作成したりできます。管理者またはオペレータレベルのユーザは、[Conference List] ウィンドウを
使用して、現在実行している会議のリストから、モニタリングおよび制御する会議を選択したり、新し
い会議を作成したりできます。

現在実行中の会議の数が [Number of Conferences] フィールドに表示されます。[Conference List] ウィ
ンドウに、各会議の情報が、次の列を含む表形式で表示されます。

 • [Conference ID]：会議 ID 番号。各 ID 番号はハイパーリンクになっていて、選択すると、その会
議の [Conference Control] インターフェイスが表示されます。

 • [Description]：作成したユーザが入力した会議の説明。

 • [Participants]：現在、会議に参加している参加者の数。

 • [Media Types]：会議でサポートされるメディアの種類（音声、ビデオ、データ）を示すアイコン。

 • [Encryption]：現在、会議に使用している暗号化のレベル（ベストエフォートまたは強化暗号化）
を示します。

 • [Actions]：実行できるアクションを示します。

表 2-1 MCU アクセス レベル 

アクセス レベル 権限

管理者  • MCU管理インターフェイスにフル アクセス可能。

 • [Conference Control] インターフェイスにオペレータレベルのフル アクセス可
能。

オペレータ  • [Create Conference] ウィンドウを使用して、[Conference Control] インター
フェイスにアクセスする。

 • MCU でホストされるすべての会議、および参加している MCU でホストされ
るカスケードされた会議の詳細を表示するためにアクセスする。

 • [Conference Control] アクセス ウィンドウ、[Create Conference] ウィンドウ、
または [Conference Control] インターフェイスから新しい会議を作成できる。

 • すべての会議への主催者レベルのアクセス。主催者コントロールは他のユーザ
によって同時に保持される。

 • 会議に他の参加者を招待できる。

主催者  • MCU でホストされる会議の詳細、およびアクセス許可が付与され、参加して
いる MCU でホストされるカスケードされた会議の詳細を表示するためにアク
セスする。

 • ユーザが有効な主催者 PIN を所有しているか、または他のユーザが主催者であ
る場合の会議への主催者レベルのアクセス。

 • 会議に他の参加者を招待できる。

ユーザ  • 認可が付与された MCU でホストされる会議への表示のみのアクセス。

 • 会議に他の参加者を招待できる。
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  既存の会議の表示  
既存の会議の表示

手順

ステップ 1 ブラウザを起動し、MCU の IP アドレスを入力します。

MCU のログイン ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力します。

ステップ 3 [Go] を選択します。

ステップ 4 [Manage Conferences] を選択します。

現在の会議のリストが [Conference List] ウィンドウに表示されます。

 

特定の会議のモニタリング

手順

ステップ 1 ブラウザを起動し、MCU の IP アドレスを入力します。

MCU のログイン ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Create] リンクを選択します。

ステップ 3 目的の会議の ID および PIN（必要な場合）を入力します。

ステップ 4 [Go] を選択します。

ステップ 5 [Conference List] ウィンドウから目的の会議を選択します。

 

新しい会議の作成

手順

ステップ 1 ブラウザを起動し、MCU の IP アドレスを入力します。

MCU のログイン ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Create] リンクを選択します。

ステップ 3 [Create Conference] を選択します。

ステップ 4 リストから、サービス プレフィックスを選択します。

ステップ 5 [Unique Number] フィールドでこの会議の ID 番号を入力します。

（注） 既存の会議番号は使用できません。

ステップ 6 （オプション）[Conference Password] フィールドに、会議にアクセスするための PIN を入力します。
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  [Conference Control] インターフェイス
図 2-4 [Conference Control] の [Participant List] タブ
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  [Conference Control] インターフェイス    
図 2-5 [Conference Control] の [Conference View]

表 2-2 [Conference Control] インターフェイスの要素 

番号付きラベル 説明

1 [Participants] フィールド。現在の会議の参加者数が表示されます。
2 [Local ports] フィールド。この会議に割り当てられた MCU のポー

ト数が表示されます。
3 この会議でサポートされているオーディオを示すメディア タイプ 

アイコン。MCU でメディア処理エラーが発生する場合、エラー シ
ンボルが表示されます。

4 この会議でサポートされているビデオを示すメディア タイプ アイ
コン。MCU でメディア処理エラーが発生する場合、エラー シンボ
ルが表示されます。

5 [Encryption] フィールド。この会議の暗号化のレベルが表示されま
す。

6 [Bandwidth] フィールド。現在の会議で使用されている帯域幅が表
示されます。

7 [Speaker] フィールド。現在、会議で話している参加者が表示され
ます。

8 [Create Conference] ボタン。
9 [View Conference List] ボタン。選択すると、[Create Conference] 

ウィンドウが表示されます。
10 [Terminate Conference] ボタン。
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  [Conference Control] インターフェイス
11 [Conference Admission] ボタン。
12 [Become Moderator/Stop Moderating] ボタン。
13 [Help] ボタン。
14 [Sign out] ボタン。
15 [Participant List] タブ。
16 [Mute/Unmute] ボタン。
17 [Change Participant View] ボタン。
18 [Invite #] フィールド。会議に招待する参加者の数を入力します。

各番号を招待記号（**）で区切って、複数の参加者を同時に招待
することができます。招待記号は変更できます。

19 [Normal View]。選択すると、1 つのレベル リストにすべての会議
参加者が表示されます。カスケードされた参加者が、カスケードさ
れた MCU 接続の通知なしに表示されます。会議がカスケードされ
ている場合にだけ使用できます。

20 [Tree View]。選択すると、会議のカスケードされた MCU 接続を
示す展開可能なツリーに、会議の参加者が表示されます。カスケー
ドされた MCU の名前の横にあるプラス記号（+）を選択すると、
カスケードされた会議参加者の詳細を示すツリーが展開されます。
会議がカスケードされている場合にだけ使用できます。

21 [Delete Participant] ボタン。
22 [Move participants to sub-conference] ボタン。選択すると、[Select 

sub-conference] ダイアログ ボックスが表示されます。
23 [Statistics] タブ（[Update] ボタンを含む）。
24 [Advanced Invitation] タブ。
25 [Rate(Kbps)] フィールド。
26 [Invite] ボタン。選択すると、[Invite #] フィールドに入力された数

の参加者を招待します。
27 [Participant info] 列。アイコンを選択します。
28 [Encryption] 列。エンドポイントが要求する暗号化のレベルが表示

されます。
29 [Video Image] 列。

参加者から MCU へのビデオ ストリームがイネーブルであるか、
ブロックされているかを示すビデオ映像アイコンが表示されます。

参加者の IP ネットワーク ビデオ接続の現在の品質を示すビデオ画
質の警告アイコン（ビデオ品質が中程度、または低い）が表示され
ます。

表 2-2 [Conference Control] インターフェイスの要素（続き）

番号付きラベル 説明
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30 [Video Display] 列。

参加者に送信される会議ビデオ映像がイネーブルであるか、ブロッ
クされているかを示すビデオ映像アイコンが表示されます。

参加者の IP ネットワーク ビデオ接続の現在の品質を示すビデオ画
質の警告アイコン（ビデオ品質が中程度、または低い）が表示され
ます。

標準画質および高画質の参加者を示すために、複数のアイコンが使
用されます。

31 [Audio Out] 列。参加者への会議オーディオ接続がイネーブルであ
るか、ブロックされているかを示すオーディオ出力アイコンが表示
されます。

32 [Audio In] 列。

オーディオがミュート解除されている参加者には [Mute] アイコン
が表示され、オーディオがミュートされている参加者には 
[Unmute] アイコンが表示されます。

これらのアイコンは、参加者のリモート スピーカーのオーディオ 
チャネルを主催者がミュート オン /オフすることによって切り替わ
ります。

このアイコンはアクティブなスピーカーを示します。
33 [Location in View] 列。特定の参加者に会議のレイアウトまたは個

人のレイアウトのどちらが表示されているかを示します。
34 [Number] 列。会議の参加者のエンドポイント数が表示されます。
35 [Actions] ポップアップ。
36 参加者の接続ステータスのアイコン：[Connected]、

[Disconnecting]、または [Disconnected]。
37 メイン レイアウトの表示フレーム。
38 [Enable self-see] ボタン。選択すると、self-see 機能がイネーブル

になります。

（注） HD エンドポイントでは Self-See を使用できません。

39 [Display participants name in frame] ボタン。選択すると、ビデオ 
レイアウト フレームの特定の位置にあるエンドポイントまたは参
加者の名前が表示されます。

40 [Auto-switch] ボタン。[auto-switch] モードでは、ビデオ レイアウ
トの [Continuous Presence (CP)] モード ディスプレイに、大規模な
会議のすべての参加者が順に表示されます。

表 2-2 [Conference Control] インターフェイスの要素（続き）

番号付きラベル 説明
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  [Conference Control] インターフェイスの更新
[Conference Control] インターフェイスの更新
デフォルトでは、[Conference Control] インターフェイスが 2 秒ごとに更新され、更新された情報が表
示されます。ただちに情報を更新するには、表示しているインターフェイスのタブを選択します。
[Conference control Web refresh interval advanced] コマンドを使用すると、更新間隔を変更できます。

（注） Web ブラウザの [更新 ] は選択しないでください。Web ブラウザの [更新 ] を選択すると、[Conference 
Control] インターフェイスが閉じられ、アクセス ウィンドウに戻ります。

Microsoft Windows システムの場合、ナビゲーション開始サウンドがイネーブルになっていて、
[Conference Control] インターフェイスが自動的に更新されるたびに、選択したサウンドが再生される
場合、[Control Panel] の [Sounds and Multimedia] セクションでこの設定をディセーブルにします。

会議の設定の制御
主催者レベルのアクセスでは、進行中の会議について、会議のアクティビティを制御したり、参加者の
招待などのイベントを開始したりできます。主催者である場合、参加者の接続を編集したり、新しい会
議やオーディオ サブ会議を作成したり、ビデオ レイアウトや参加者の画像の位置を変更したりできま
す。また、会議の許可をブロックしたり、オーディオ ストリームやビデオ ストリームをブロックした
り、会議を終了したりできます。既存の会議を分割し、一部の参加者を新しい会議に移動することもで
きます。主催者レベルのアクセスでは、[Conference Control] インターフェイスに追加の表示オプショ
ンや設定オプションが表示されます。

次の項では、適切なアクセス レベルのユーザが、[Conference Control] インターフェイスで会議アク
ティビティを制御するために実行できるタスクについて説明します。

 • 「主催者になる、主催をやめる」（P.2-11）

 • 「[Conference Control] インターフェイスから会議を作成する」（P.2-11）

41 [Voice activated frame] ボタン。ビデオ映像のレイアウトで音声が
アクティブになっている画像の目的の位置にアイコンをドラッグ 
アンド ドロップします。

42 [Change Participant View] ボタン。選択すると、現在の会議で使用
できるレイアウトのリストが表示されます。目的のレイアウトを選
択します。選択内容によって、[Conference View] のレイアウトが
調整されます。

表 2-2 [Conference Control] インターフェイスの要素（続き）

番号付きラベル 説明
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用

  [Participant Settings] の設定方法    
主催者になる、主催をやめる

主催者アクセスは PIN で保護できます。管理者およびオペレータが共同で主催者になることもできま
す。

手順

ステップ 1 [Conference Control] インターフェイスで、[Become Moderator]（図 2-3（P.2-5） の 12）を選択して、
会議を制御します。

ステップ 2 主催者アクセスが PIN で保護されている場合、PIN の入力を求めるダイアログ ボックスが表示される
ことがあります。PIN を入力します。

ステップ 3 会議の制御をリリースするには、[Stop Moderation] を選択します。

 

[Conference Control] インターフェイスから会議を作成する

主催者、オペレータ、および管理者は [Conference Control] インターフェイスから新しい会議を作成で
きます。

手順

ステップ 1 [Conference Control] インターフェイスで、[Create Conference]（図 2-3（P.2-5） の 8）を選択します。

ステップ 2 「新しい会議の作成」（P.2-3） の手順を実行します。

 

[Participant Settings] の設定方法
 • 「すべての参加者のオーディオ接続のミュートおよびミュート解除」（P.2-12）

 • 「個々の参加者のオーディオ接続のミュートおよびミュート解除」（P.2-12）

 • 「参加者の再接続」（P.2-12）

 • 「Conference Admission のブロック」（P.2-13）

 • 「会議参加者の削除」（P.2-13）

 • 「音量の変更」（P.2-13）

 • 「参加者のビューの変更」（P.2-14）

 • 「サブ会議の設定」（P.2-14）

 • 「ビデオ ストリームのブロック」（P.2-15）

 • 「参加者名の変更」（P.2-15）

 • 「参加者のコール情報の表示」（P.2-16）

 • 「出力方向の帯域幅の設定」（P.2-18）
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用             

  [Participant Settings] の設定方法
すべての参加者のオーディオ接続のミュートおよびミュート解除

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Participant List] タブで、会議のすべての参加者に対して
ミュートするか、または会議へのオーディオ接続をイネーブルにすることができます。

手順

ステップ 1 [Conference Control] インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 コントロール バーで、[Mute/Unmute]（図 2-4（P.2-6） の 16）を選択して、すべての参加者をミュー
トするか、またはすべての参加者のオーディオ接続をイネーブルにします。

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、会議の個々の参加者に対してミュートするか、または会議
へのオーディオ接続をイネーブルにすることもできます。

 

個々の参加者のオーディオ接続のミュートおよびミュート解除

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、会議の個々の参加者に対してミュートするか、または会議
へのオーディオ接続をイネーブルにすることもできます。

手順

ステップ 1 [Conference Control] インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 [Participants List] セクションで、参加者を選択します。

ステップ 3 右クリックし、ポップアップから [Mute mic]（図 2-4（P.2-6） の 35）を選択します。

または、次の手順を実行します。

ステップ 4 [Participant List] 行のマイクのアイコン（図 2-4（P.2-6） の 32）を選択します。

 

参加者の再接続

参加者が会議から接続解除された場合、主催者レベルのアクセス権を持つユーザは [Participant List] タ
ブでそれらの参加者を再接続できます。

（注） コンファレンス サービスで [Enable auto-reconnect] オプションが設定されると、MCU によって自動的
に接続解除された端末が呼び出され、再接続が試行されます。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブにアクセスします。

ステップ 2 [Delete Participant]（図 2-4（P.2-6） の 21）アイコンを選択すると、再接続が試行されます。
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用

  [Participant Settings] の設定方法    
Conference Admission のブロック

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Conference Control] インターフェイスで会議の追加参加
者の許可をブロックできます。

手順

ステップ 1 コントロール バーにアクセスします。

ステップ 2 [Conference Admission]（図 2-3（P.2-5） の 11）を選択します。

以降の参加者が会議に参加できなくなります。参加者を再び許可するには、[Conference Admission] 
をもう一度選択します。

 

会議参加者の削除

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Participant List] タブで会議から参加者を削除できます。

手順

ステップ 1 [Participants List] セクションで、削除する参加者を選択します。

ステップ 2 コントロール バーで、[Delete Participant]（図 2-4（P.2-6） の 21）を選択します。

または

ステップ 3 [Participants List] セクションで、参加者を選択します。

ステップ 4 右クリックし、ポップアップから [View participant info]（図 2-4（P.2-6） の 35）を選択します。

 

音量の変更

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Conference Control] インターフェイスで会議の参加者の
エンドポイントの音量を制御できます（手動ゲイン コントロール）。通常の会議では、特定の MCU 
ポートに接続されている場所にだけこの設定が反映されます。カスケードされた会議では、この設定の
変更が他の MCU のすべてのリモート参加者に反映されます。この設定を変更すると、そのエンドポイ
ントが MCU から離れるまで、新しい設定が反映されたままです。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブで、音量を変更する参加者を選択します。

ステップ 2 右クリックし、ポップアップから [Change volume]（図 2-4（P.2-6） の 35）を選択します。

-5 ～ +5 の範囲のゲインがある [gain control scroll bar] ダイアログボックスが表示されます。
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用             

  [Participant Settings] の設定方法
ステップ 3 スクロール バーを右にドラッグすると、ゲインが増え、スライド バーを左にドラッグすると、ゲイン
が減ります。

ステップ 4 [gain control slide bar] ダイアログボックスを閉じます。

 

参加者のビューの変更

会議で複数のビューがサポートされている場合、主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、会議の進
行中に、[Participant List] タブで個々の会議参加者またはすべての会議参加者の会議ビュー レイアウト
を変更できます。

（注） 高画質の参加者は、複数のビューを使用できません。高画質の参加者は、メイン参加レイアウトだけを
表示できます。

手順

ステップ 1 特定の会議参加者だけの会議ビューを変更する場合、[Participant List] テーブルで参加者を選択しま
す。

ステップ 2 [Change Participants View]（図 2-4（P.2-6） の 17）を選択します。

ステップ 3 [Selected Participants] を選択して、1 で選択した会議参加者の会議ビュー レイアウトを変更します。

または

[All] を選択して、すべての会議参加者の会議ビュー レイアウトを変更します。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

 

サブ会議の設定

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Participant List] タブで会議内にサブ会議を作成できま
す。MCU では、オーディオ サブ会議がサポートされ、主催者が既存の会議の選択した参加者を非公開
のオーディオ サブ会議セッションに誘導できます。メイン会議への接続はアクティブなままです。

（注） MCU では、サービスの設定に応じて、1 つの会議につき最大 3 つのサブ会議をサポートできます。

MCU では、ビデオ レイアウトの他の参加者に対してサブ会議セッションの参加者が非表示になりま
す。サブ会議セッションの参加者はいつでも会議に戻り、メイン会議のビデオ映像の以前の場所に戻る
ことができます。サブ会議では、参加者がメイン会議の表示や聴取を継続できます。

（注） このオプションは、会議でサブ会議をサポートするように設定されている場合にだけ使用できます。
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用

  [Participant Settings] の設定方法    
手順

ステップ 1 [Participant List] タブで目的の参加者を選択します。

ステップ 2 [Move participants to sub-conference]（図 2-4（P.2-6） の 22）を選択します。

[Select sub-conference] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 リストから、目的のサブ会議を選択します。

ステップ 4 [OK] をクリックします。

[Participant List] に新しい [Sub-conf] 列が表示され、参加者が利用できるすべてのサブ会議のリストが
表示されます。

ステップ 5 [Sub-conf] 列で、その参加者のサブ会議を選択します。

ステップ 6 参加者をメイン会議に戻すには、[Sub-conf] リストの [Main] を選択します。

すべての参加者がメイン会議に戻り、サブ会議に誰もいなくなると、[Participant List] に [Sub-conf] 列
が表示されなくなります。

 

ビデオ ストリームのブロック 
主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Participant List] タブで、参加者から会議内に送信された
ビデオ ストリームをブロックできます。たとえば、参加者のビデオ接続が会議の処理に影響し、パ
フォーマンスが低下する可能性があるとします。参加者のエンドポイントでの問題が解決するまで、参
加者のビデオをブロックできます。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブで、ブロックする参加者を選択します。

ステップ 2 右クリックし、ポップアップから [Block camera]（図 2-4（P.2-6） の 35）を選択します。

または

[Video Image]（図 2-4（P.2-6） の 29）を選択します。

 

参加者名の変更

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Participant List] タブで会議参加者の名前を変更できます。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブで、名前を変更する参加者を選択します。

ステップ 2 右クリックし、ポップアップから [Change Name]（図 2-4（P.2-6） の 35）を選択します。

ステップ 3 [Change name] フィールドに新しい名前を入力します。

ステップ 4 [OK] をクリックします。
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用             

  [Participant Settings] の設定方法
参加者のコール情報の表示

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、参加者のコールの広範囲にわたる統計情報を表示できま
す。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブで目的の参加者を選択します。

ステップ 2 右クリックし、ポップアップから [View participant info]（図 2-4（P.2-6） の 35）を選択します。

または

ステップ 3 選択した参加者の [Participants List] セクションで [information] アイコンを選択します。

指定した参加者の [Call Information] ダイアログボックスが表示されます。

 

表 2-3 に、表示される統計情報のリストを示します。

表 2-3 参加者情報の統計情報 

グループ フィールド 説明

Endpoint 
Information

Type 参加者のエンドポイントの種類。
IP address 参加者のエンドポイントの IP ア

ドレス。
Description 参加者の説明（利用できる場合

は、エンドポイント ベンダーの 
ID が表示されます）。

Connect time 参加者が会議に接続した時刻。
Basic Call Information
Audio Audio Codec 参加者が送受信したオーディオ 

コーデック。
Audio rate 参加者が送受信したオーディオの

帯域幅の合計。
Audio Packets loss count 参加者が送受信した消失オーディ

オ パケット数の合計。
Audio Jitter (curr/min/max) 参加者が送受信した累計オーディ

オ パケット数。参加者が送受信し
たパケットの現在の値と、最小値
と最大値の平均を含みます。
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用

  [Participant Settings] の設定方法    
Video Video codec 参加者が送受信したビデオ コー
デック。

Video resolution 参加者が送受信したビデオの画像
サイズ。

Video frame rate 参加者が送受信したビデオのフ
レーム レート。

Video rate 参加者が送受信したビデオの帯域
幅の合計。

Video packets loss count 参加者が送受信した消失ビデオ パ
ケット数の合計。

Video jitter (curr/min/max) 参加者が送受信した累計ビデオ パ
ケット数。参加者が送受信したパ
ケットの現在の値と、最小値と最
大値の平均を含みます。

2nd video codec 参加者が送受信した 2 番目のビデ
オ コーデック（使用した場合）。

Data Data protocol 参加者がデータ共有に参加してい
る場合、プロトコルが使用された
かどうかを示します。

Advanced Call Information
Audio Audio out of order packets count 参加者が順不同に送受信したオー

ディオ パケットの合計。
Audio packets count 参加者が送受信したオーディオ パ

ケットの合計。
Audio bytes count 参加者が送受信したオーディオ バ

イトの合計。
Audio IP address オーディオが参加者に送信された 

IP アドレスおよびポート。
Video Video out of order packets count 参加者が順不同に送受信したビデ

オ パケットの合計。
Video fast update requests count 参加者が送受信した Video Fast 

Update（VFU; ビデオ ファースト 
アップデート）要求の合計。

Video packets count 参加者が送受信したビデオ パケッ
トの合計。

Video bytes count 参加者が送受信したビデオ パケッ
トの合計。

Video IP address ビデオが参加者に送信された IP 
アドレスおよびポート。

Data Data IP address (Local/Remote) 参加者のデータ共有端末の IP ア
ドレス。

FECC Far End Camera Control（遠端カ
メラ制御）を使用していることを
示します。

表 2-3 参加者情報の統計情報（続き）

グループ フィールド 説明
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用             

  会議の統計情報の表示
出力方向の帯域幅の設定

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、他の参加者を会議に招待する帯域幅レートを設定できま
す。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブで、次の手順を実行します。

a. [Invite #] フィールド（図 2-4（P.2-6） の 18）で、招待する参加者のエイリアスまたは番号を入力
します。

b. [Rate(Kbps)] フィールド（図 2-4（P.2-6） の 25）で、目的の帯域幅を選択します。

c. [Invite]（図 2-4（P.2-6） の 26）を選択します。

または

ステップ 2 [Advanced Invitation] タブで、次の手順を実行します。

a. [Invite] フィールドで、招待する参加者のエイリアスまたは番号を入力します。

b. [Kbps] フィールドで、目的の帯域幅を選択します。

c. [Invite] を選択します。

 

会議の統計情報の表示 
主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Statistics] タブで広範囲にわたる統計情報を表示できま
す。統計情報は頻繁に自動的に更新され、会議のパフォーマンスのモニタリングが可能です。

手順

ステップ 1 [Participants List] セクションで、[Statistics]（図 2-4（P.2-6） の 23）を選択して、会議の統計情報を表
示します。

ステップ 2 [Update] を選択して、表示される情報を更新します。

 

[Advanced Invitation] の設定の使用方法
次の項では、適切なアクセス レベルのユーザが、[Advanced Invitation] タブで実行できるタスクにつ
いて説明します。

 • 「[Quick Invites] を使用して、会議の参加者を招待する」（P.2-19）

 • 「[Advanced Settings] を使用して、参加者を招待する」（P.2-19）
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第 2 章      Cisco Unified Videoconferencing 5100 MCU の使用

  [Advanced Invitation] の設定の使用方法    
[Quick Invites] を使用して、会議の参加者を招待する

[Conference Control] インターフェイスの [Participant List] タブで、すべてのユーザが quick invite 機
能を使用して、会議の参加者に招待状を送信できます。

手順

ステップ 1 [Invite #] フィールドに、招待する参加者番号を入力します。各番号を招待記号（**）で区切って、複
数の参加者を招待することができます。

ステップ 2 （オプション）招待された参加者が会議に参加している現在の会議のレートよりも低い帯域幅レートを
選択できます。したがって、接続速度の遅い個々の参加者を招待できます。

[Rate(kbps)] フィールドで新しい帯域幅レートを選択します。

ステップ 3 [Invite]（図 2-4（P.2-6） の 26）を選択します。

 

[Advanced Settings] を使用して、参加者を招待する

[Conference Control] インターフェイスの [Advanced Invitation] タブで、すべてのユーザが複数の参加
者を同時に会議に招待できます。各 [Invite] フィールドに複数の参加者番号を記号で区切って入力でき
るため、このタブを使用して多数の参加者を同時に招待できます。すべてのユーザは、個々の参加者の
接続先として低い帯域幅レートを選択することもできます。

また、[Advanced Invitation] タブでは、すべてのユーザが参加者の画像を、会議でサポートされる会議
ビュー レイアウトの目的の場所にドラッグアンドドロップできます。すべてのユーザが、招待される
参加者が会議に参加したときに表示されるレイアウトを設定することもできます。

手順

ステップ 1 [Conference Control] インターフェイスの [Advanced Invitation]（図 2-4（P.2-6） の 24）を選択しま
す。

ステップ 2 最初の [Invite #] フィールドに、参加者の連絡先番号を入力します。

招待記号（**）で区切って複数の番号を入力することができます。

ステップ 3 参加者が会議に参加したときに、[Display Name] フィールドに表示される名前を入力します。

ステップ 4 [Kbps] フィールドで、参加者を会議に招待するときに MCU によって使用されるビット レートを選択
します。

ビット レートのパフォーマンスを最適にするには、[default] を選択します。

ステップ 5 [MCU] フィールドで、招待された参加者の接続先となるカスケードされた MCU 会議を選択します。

（注） この手順は、カスケードされた会議だけに実行します。
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  会議のカスケードについて
ステップ 6 （オプション）高度な機能を設定するには、以下の追加手順を実行します。

追加の制御機能が [Advanced Invitation] タブ（図 2-4（P.2-6） の 24）に表示されます。

 • [Conference View] セクションの [Change]（図 2-5（P.2-7） の 42）を選択します。

現在の会議で使用できる現在のレイアウトのリストが表示されるダイアログボックスが表示されま
す。

 • [Voice activated frame] ボタン（図 2-5（P.2-7） の 41）を、[Conference View] セクションに表示さ
れる [Layout] 表示フレームの目的の場所にドラッグアンドドロップします。

（注） 会議で現在サポートされているすべてのレイアウトで参加者の画像の位置を設定できます。

 • 各参加者の行の最後に、参加者が会議に参加したときに表示される会議のビデオ レイアウトの番
号をリストから選択します。

ステップ 7 参加者の招待に必要なすべてを設定するまで、[Invite #] ごとに 1 ～ 6 を繰り返します。

ステップ 8 [Invite]（図 2-4（P.2-6） の 26）を選択して、招待状を送信します。

 

会議のカスケードについて
主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、MCU をカスケードすることによって MCU コールのキャ
パシティを増やすことができます。このオプションでは、いくつかの独立した会議のブリッジ処理がサ
ポートされ、IP 接続（H.323 および SIP）によって、あるいはゲートウェイと共存させる場合は 
ISDN/PSTN 接続（H.320）によって、非常に大規模な会議を作成できます。

[Conference Control] インターフェイスでは、会議のカスケードは、既存の会議に 1 人の参加者を招待
するのと同様に動作します。カスケードされた会議を作成すると、MCU を使用して、招待された参加
者が接続される会議を設定し、リソースを正確に制御できます。カスケードされた会議では、参加者を
ツリー表示でき、接続される会議に従って各参加者が表示されます。

（注） カスケードされた会議で障害が発生した場合、ローカル MCU ユーザは [Create Conference] ウィンド
ウまたは [Conference Control] インターフェイスにこのステータスを表示できます。ただし、このス
テータスは、失われたローカル MCU である場合にだけ表示されます。スレーブ MCU が失われる場
合、マスター MCU のユーザは [Participant List] タブに、オーディオ /ビデオを再生できない参加者を
表示できます。マスター MCU が失われる場合、スレーブ MCU は、障害が発生したという通知を受け
取りません。

 • 「カスケードされた会議の作成」（P.2-21）

 • 「カスケードされた会議への参加者の招待」（P.2-21）

 • 「カスケードされた会議への参加者の表示」（P.2-21）
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  会議のカスケードについて  
カスケードされた会議の作成

手順

ステップ 1 [Participant List] タブにアクセスします。

ステップ 2 [Invite #] フィールドに番号を入力し、[Dial] を選択すると、ホスト MCU または別の MCU で別の会議
に招待します。

招待された会議および接続された参加者が [Participant List] タブの [host conference participant] リスト
に表示されます。

 

カスケードされた会議への参加者の招待

[Conference Control] インターフェイスの [Advanced Invitation] タブで、すべてのユーザが参加者をカ
スケードされた会議に招待できます。

手順

ステップ 1 [Conference Control] インターフェイスの [Advanced Invitation]（図 2-4（P.2-6） の 24）を選択しま
す。

ステップ 2 [MCU] 列で、招待された参加者が、会議の招待を承諾すると接続する会議を選択します。

 

カスケードされた会議への参加者の表示

[Conference Control] インターフェイスで、次の 2 つの方法のいずれかで、カスケードされた会議の参
加者を階層的に表示できます。

 • [Normal View]：1 つのリストにすべての会議参加者が表示されます。カスケードされた参加者が、
カスケードされた MCU 接続の通知なしに表示されます。

 • [Tree View]：会議の参加者は、会議へのカスケードされた MCU 接続を示す拡張可能なツリー 
ビューに表示されます。カスケード表示された MCU の名前の横にあるプラス記号（+）を選択す
ると、カスケード表示された会議参加者の詳細を示すツリーが展開されます。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブにアクセスします。

ステップ 2 [Normal View]（図 2-4（P.2-6） の 19）を選択すると、1 つのリスト（図 2-4（P.2-6） の 20）にカス
ケードされた会議の参加者が表示され、ツリー ビューに会議の参加者が表示されます。
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  会議ビューの定義
会議ビューの定義
次の項では、適切なアクセス レベルのユーザが、[Conference View] セクションで実行できるタスクに
ついて説明します。

 • 「ダイナミック レイアウトのイネーブルまたはディセーブル」（P.2-22）

 • 「メイン会議のレイアウトの変更」（P.2-22）

 • 「個人の会議のレイアウトの変更」（P.2-23）

 • 「フレーム内の参加者名の表示」（P.2-23）

 • 「[auto-switch] モードのイネーブルまたはディセーブル」（P.2-23）

ダイナミック レイアウトのイネーブルまたはディセーブル

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、会議のダイナミック レイアウトをイネーブルまたはディ
セーブルにすることができます。ダイナミック レイアウトでは、会議の特定の時間に参加している参
加者数に応じて、さまざまなレイアウト間で会議のビデオ映像をシームレスに切り替えられます。ビデ
オ映像は、参加者の画像数と同じ数（最大 16）のフレームがあるレイアウトに切り替えられます。参
加者が会議に参加するか、退席すると、それに合わせてレイアウトが変更されます。

ダイナミック レイアウトでは帯域幅が節約され、ビデオ映像の空白フレームの表示が除去され、参加者の画
像の表示のためのビデオ映像の使用が最適化されます。このようなレイアウトの切り替えは、参加者が頻繁
に会議に参加または退席する会議や、さまざまな規模の会議に使用される最適化サービスに適しています。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブの [Conference View] セクションにアクセスします。

ステップ 2 [Change]（図 2-5（P.2-7） の 42）を選択します。

現在の会議で現在使用できるレイアウトのリストが表示されるポップアップが表示されます。

ステップ 3 [Dynamic Layout] を選択すると、この会議のダイナミック レイアウトがイネーブル（選択されていな
い場合）またはディセーブル（既に選択されている場合）になります。

 

メイン会議のレイアウトの変更

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Conference View] セクションで現在の会議のメイン レイ
アウトを変更できます。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブの [Conference View] セクションで、[Change]（図 2-5（P.2-7） の 42）を選択します。

現在の会議で現在使用できるレイアウトのリストが表示されるポップアップが表示されます。

ステップ 2 レイアウトを選択します。

新しい選択内容に応じて、会議のレイアウトが調整されます。
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  会議ビューの定義  
個人の会議のレイアウトの変更

ユーザは、[Conference View] セクションで現在の会議の自分のレイアウトを変更できます。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブで目的の参加者を選択します。

ステップ 2 [Location in View]（図 2-4（P.2-6） の 33）を選択します。

ステップ 3 [Personal layout] を選択し、表示されるオプションから目的のビデオ映像を選択します。

 

フレーム内の参加者名の表示

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Conference View] セクションで、ビデオ レイアウト フ
レームの特定の位置のエンドポイントまたは参加者の名前をオプションで表示することができます。

（注） この機能は、サービスでテキスト オーバーレイを設定する場合に表示されます。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブの [Conference View] セクションにアクセスします。

ステップ 2 [Display participant names in frame]（図 2-5（P.2-7） の 39）を選択します。

 

[auto-switch] モードのイネーブルまたはディセーブル

主催者レベルのアクセス権を持つユーザは、[Conference View] セクションで会議の [auto-switch] モー
ドをイネーブルにできます。[auto-switch] モードでは、ビデオ レイアウトの [Continuous Presence 
(CP)] モード ディスプレイに、大規模な会議のすべての参加者が順に表示されます。参加者の画像は、
プリセットされた間隔で交換できます。

手順

ステップ 1 [Participant List] タブの [Conference View] セクションにアクセスします。

ステップ 2 [Auto-switch]（図 2-5（P.2-7） の 40） を選択すると、[auto-switch] モードがイネーブル（選択されて
いない場合）またはディセーブル（既に選択されている場合）になります。
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  会議の終了
会議の終了
[Create Conference] ウィンドウで非アクティブまたは使用されていない会議を接続解除できます。

手順

ステップ 1 [Create Conference] ウィンドウにアクセスします。

ステップ 2 会議名の横にある [Terminate Conference] を選択して、会議を終了します。

 

会議のサインアウト
現在の会議の詳細の設定または表示が完了したら、サインアウトできます。

手順

ステップ 1 ツールバーにアクセスします。

ステップ 2 [Sign out]（図 2-3（P.2-5） の 14）を選択します。
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